
  

Why ?  UART(TX)

TXIF（割り込みフラグ）がRead Only。
TXIE（割り込み許可）の状態に関係なくTXREG（送信バッ
ファ）が空ならTXIFは立ちっぱなし。



  

Because  UART(TX)

UART(TX)にとってまずい状況とは・・・

TXREGに次に送る１バイトが存在するか、
TXREG→TSRデータ転送中に、
つまりTXREGが空ではないときに

TXREGにデータを書きに行くとまずい。
これ以外の状況ならTXREGにデータを書きに
いくのは問題ない。

TXREGが空になるタイミングでTXIFが立て
ば割り込み処理で連続送信ができて便利。



  

Why ?  UART(TX) again

Easy Setupで割り込み送信
受信が別々になっていないのは
何故か。

受信割り込みのつもりでチェッ
クすると送信も割り込みにされ
てしまう。（害はないのか）



  

ソースコードを見に行く（１）

TXREGが空になるタイ
ミングでTXIFが立つ
ので、送信データがあ
る間、TXIEを１にす
ることでバッファが使
える。

TRMT（送信ビジー）
を待たないのでメイン
ループの周期に影響が
出ない。（割り込みの
メリット）



  

ソースコードを見に行く（２）

TXREGからTSRへの転送が終わ
るごとに割り込みが発生するので
バッファの残り文字数をチェックし
て割り込みの継続を決める。

MCCでUART割り込みを使うに
チェックし、TXIFが書き込み可
能だと都合が悪い。



  

ソースコードを見に行く（３）

MCCが出力するprintf用の低レベル
関数もこれを呼ぶだけ。TRMTをチェッ
クしない。ユーザー側でこの関数を呼ぶ
ときにも連続して呼べる。

大全の低レベル関数はこちら。
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